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○森下政策統括官付参事官 それでは、定刻の少し前ですが、全出席者そろいましたので、

本年度の第7回の原子力防災会議の幹事会を開催させていただきたいと思います。よろしく

お願いいたします。 

 本日の議題でございますけれども、１枚目の紙に書いてございますように、第5回原子力

防災会議についてでございます。 

 この後、当方の平井政策統括官のほうから説明させていただきますけれども、去る8月26

日に伊方地域の地域原子力防災協議会というのを設置しておりますけれども、そこで確認、

合意された内容につきまして、防災基本計画の規定にのっとりまして、総理がご出席され

ます原子力防災会議へ報告し、了承を得るという手続をしたいと思っております。 

 本日の幹事会に先立ちまして、去る9月30日に課長レベルの方々にお集まりいただきまし

て、私のほうからその資料の内容等については説明させていただきました。本日は局長レ

ベルのこの幹事会で明日の原子力防災会議について、この資料で説明するということを当

方から説明させていただきたいと思います。 

 あと、明日の原子力防災会議の時間でございますけれども、官邸のほうから、閣議の前

に15分はいただけるということになりましたので、公表につきましては恐らく本日の夕方

になろうかと思いますけれども、この日程をご承知おきいただければと思います。 

 それでは、席上の配布資料でございますけれども、本日の議事次第の次に出席者の一覧、

それから、本日の席次の資料、その後から明日の原子力防災会議の資料、一連のものがク

リップ止めで入っていると思います。資料1-1が議題1の関係、「伊方地域の緊急時対応」

のとりまとめについてという概要紙、それから、資料1-2、これも伊方地域の緊急時対応と

いうことで、もう少し詳しい概要紙、それから、資料1-3というのが非常に分厚いパワーポ

イントの資料でございますけれども、全体版ということでございます。それから、資料2

でございますけれども、平成27年度の原子力総合防災訓練の実施についてということで、1

枚紙。それから、その後は参考資料になりますけれども、現時点での地域防災計画・避難

計画の策定状況ということと、参考資料2は資料2の概要版のそのものの本体となる総合防

災訓練の訓練計画でございます。 

 以上の資料で落丁とか抜けている人がございましたら、挙手をお願いいたします。よろ

しいですか。 

 それでは、資料の確認もできましたので、議事に移らせていただきたいと思います。 

 それでは、平井統括官のほうから。 
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（議題） 

 

○平井政策統括官 内閣府の原子力防災担当の政策統括官の平井でございます。 

 今日はお忙しいところ、お集まりいただきまして、ありがとうございました。 

 では、座って説明させていただきます。 

 明日の第5回の原子力防災会議でございます。 

 議題は、この議事次第にあるとおり、一つが伊方地域の緊急時対応の確認結果というこ

とと、もう一つが平成27年度原子力総合防災訓練の実施、この二つの議題について報告し

て、お諮りいただくということになっております。 

 まず、1の伊方地域の緊急時の確認の結果でございますが、会議自体は官房長官に司会を

していただきまして、まず望月原子力防災担当の大臣から簡単な説明の後、私のほうから

資料1-1のこの2枚の資料に基づいてご説明したいと思っています。 

 全体が15分ということで、あまり詳しい説明はできないんですが、今回の伊方、これは8

月26日の地域原子力防災協議会で議論されたものでございまして、先般の課長レベルの会

議でもお話があったと思いますが、この愛媛の伊方地域、特にこの半島、佐田岬半島とい

うことがございまして、ここの方々は約5,000人、原発より西側に住んでおられますが、そ

の方々をいかにきちっとした形で避難、あるいは退避していただくかということが大きな

ポイントになりますが、その辺を中心に説明していきたいと思います。 

 その説明の後、各省庁からのご発言をいただくということにさせていただきたいなと思

っております。 

 そして、最後にまた望月担当大臣のほうからお話をいただきたいと思っているところで

あります。 

 第2の議題につきましては、平成27年度の原子力総合防災訓練の実施ということでござい

ます。こちらのほうも官房長官に司会をいただきまして、内容につきましては、資料2に基

づきまして、小里原子力防災担当副大臣のほうから概要を説明していただくことにしてお

ります。 

 これにつきまして、今回の計画自体、現在、複合災害という形、震度6の地震に基づいて

さまざまな事象が起きるということで訓練を進めたいと思っておりますので、山谷防災担

当大臣のほうからもご発言いただこうかと思っております。その後、今回、場所が愛媛県
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の伊方原発ということで、愛媛県の中村知事を呼んでおります。来ていただいております。

中村知事のほうから、原子力総合防災訓練に向けた取り組みについて発言をしていただく

と。これで全体の第2の議題の方は終了したいと思います。 

 最後に、プレスが入った段階で総理のほうから発言をいただくということにしたいと思

います。総理につきましては、伊方地域の緊急時の対応について非常に、全省庁で取り組

んで充実した計画になっているというところと、原子力のエネルギーの推進及び何か事故

があったときの責任については、国が責任を持って対処するというような趣旨のことをご

発言いただくということにしております。 

 これでもって第5回の会議を終了したいと思っております。 

 先ほど言いましたように、時間が15分と非常に短い期間でございますので、ご進行方、

ご協力よろしくお願いいたしたいと思います。 

○森下政策統括官付参事官 ありがとうございます。 

 資料の内容につきましては、これまで課長レベルの会議までを含めて、当方から説明し

て参りましたのでここでは割愛させていただいておりますけれども、今申し上げました明

日の段取りも含めまして、何かご質問とかご発言ありましたら、挙手をお願いいたします。 

 

（なし） 

 

 それでは、西村危機管理監のほうから――よろしいですか。 

 それでは、ご発言がないようでございますので、明日はこの資料で内閣府のほうから原

子力防災会議をさせていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 本日はどうもありがとうございました。 

                                以上 


